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（出所） Ministry of Home Affairs, Annual 
Report of the Central Bureau of Investi-


























































1957 I 1 8 5 I 7 8 1 
1958 I 1 8 5 I 7 8 3 
1959 I 2 o 7 I 9 5 7 
1960 I 1 7 2 I 1,1 1 o 
1961 I 1 9 5 I 1,0 9 2 
1962 I 2 1 2 I 1,113 
_ !1:_r_ 1.1 5 6 r ---~!~- 
（出所〉 lvli nis仕yof Hηme Affairs, Gover口ment
of India, Report of the Committee on Pre幽
cention of Corruption （以ド Santhana川 Com-
















































課長より下の本省勤務職鼠（0伍cersof the Secretariat below the rank 
































































































































































































































































(U-－＇，所） (1) 1957～62年問の分は SanthanamCommittee Report, p. 16. 
（ヨ） 1966年の分は Ministryof Home Affairs, Annual Rep01τof the Central Bureauザ Investigation
1966, Feb. 1967, pp. 6～7より作成。
IT 3表ギリー特別警察部管内の罪状別調査件数
ん州議民主語鱒’ ！輸出入金具I］違反
1957 I 2 9 ,1 I 1 8 4 
1958 I 3 5 1 I 1 3 7 
1959 I 9 1 2 I 1 3 1 
19伺 I 940 I 124 
191?1 I 1 • o o 4 I 8 ~ 
1 962 I 1 , 1 6 8 I 1 1 :-1
副－（ 五長｝ 丁 7 7 1 






















(Code of Criminal Procedure, 1閉め第5条 1項，腐
敗予防法（Preventionof Corn tion Law, 1949）第4
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 5 J堅 持官IJ密宗総の地域的管結範間（1966年壬由主〉































































































































































Mahara小tra州および Goa,Daman an《lDi l I 
i Guja叫州および Dadra,r可agarHa、マ
' l九＇e,tBengal ,J’i、




I3ihar川市両部， WeドtBengal外rf可部， Orissa,JM北部および Madhya
わade，寸1,J+I北西部にある公共企業体








実が指摘される（llwivedy& Dha昨日a,μp. I～：＞）。 宵僚の事務不能$と相まつて，仕事の迅速化のた
つまり， ここでi土その宅l」会の民衆のJ寓敗と L、うも めの賠賄 L‘speed n同 ney，ともよばれる）も必、要悪と
のに女
とはちがつたものとして現われているこどにi生、草； あてに故意iこ1事務を遅らせてし、る面もある （Sa月．
をしf仁ければならなし、。 thanam Com川 itteeReport, pp. 9～10）。上層官僚や
「発展途k国における腐敗』 （Cornφtionin De- 政治的実力者への政治献金も，本来は腐敗のー形
1.1e！ο，pi昭 Countries,George Allen & Hnwin Ltd., 1963) 態であるが，ごく常識化しているほどであるG
の著者の Ronald¥Vraithおよび EdgarSimpkins 5. 法律規定の不適用



































共和国』（叫eAmerican Commonwealth, 2 Vols., 
1888, new ed., 1910）および『近代民主政治』（i¥fodern

















































iJ, L、， それを， 公えされた文言 （PublicAc，ιounts 
Cw川 nitteど Ref＞ο7屯t，主ill
つTこ一む
CL l) ,j ;JU, G. S. Bhargava .': Surendranath 
Dwivcdy v】， J＇、←広 l：九三， 0 Bhargava ( J, イ， l(/) .、テ
ラJ V Jジャ J リソ、トであ乙（可F/¥ ..作 11l'1•, IUWιそ
刀べ7：ィfJ¥'!. !i'1, ,') ~- ＇・.援を， し；fl. :1, イノ i・ .iニミ1,
.;','" L こμιAl" • ）。これ士でl , Lcade, s of the 
Left (1950;,; 1 Study uf Com1111 
－ 
Anど1hrι （〆195:ij Batt！ぜ，げ NEFA (1964）、 After
Nehru: lndi‘I、可 lY't!江＇Image(1966); India U. il. R. 
kelatiυns ¥1%6) (c .＇；人与く“ AcharyaKripalani＇’ 
(1967）をu：叶了：iE＇こ；， J。1:C初かれに共成：；；；：にはい幻，
十1 f_,: t1l1i,J I 7二 ・" '・ jノjtて、 γ る0 j且立fJ！，ノ.iらj七kl
j'(Jti i'.fj ', !1 iに：zふiJ1,（とく：ご ・1,'ifJ<' J.,Xイl<~ ／、fち
♂l j此fl］江戸、にぐ J って る。現在， AFP（ノラン Y C'J 
!l1言tU.ノlニュー・； ,; . -'.( /,j に絡を；；；，、・c'c、ζ。
jてvて1964°1に，イ.／ I，量i比iIndian Express紙
しvこかjI r,. J＇止散し 「オリッガにじり乙腐敗J（“Cor-
ru ption in Ori ssa") l.l 1 J ドJJ C:・ ャーブ｝ア＇＇. 1、w，こI＇’J
Jfit. dぅif,批判へ・， ¥1r し,. Iλ タイルを竹一つ 7こと l 、われてい
る。 )j, Dwivedy：ら以 1liはほ民公，；:Cif<社会党
メJ P ーでん ι＇， ム日〉早；J ｝， リッチi: f~＼派 .J;_; Jl j工
(Uttal Pradesh Congress Committee）し・・ ,fr攻ペハ／
、ーとあ「ナが， lノt），社会党が1948司会ぷi!R力主人分
rtn ；~に及んと，か j l ；，会 .~~i~ とんも t えわかっ f 。
品在， た京社三EJι （Praja Socialist Party) J＞｝日，ue,じノ
1人て九＇＇， ノン Iq，央茶色，＇）メン ？としナ活朕（
イ Llる。品、jLt,'., ,;, 1と議会1-r.：じご， 1963'1Lてl［！＂上旬
t: Serajuddin 'Fi併は令ドjc'J f工械をかめ， あまね、か
れんl名円土品めた。

















勺争i)Oノ独立的存在か i'., 1963{[: 4 Jに内務省内に設r,'







(fr 4) l!cJ公 .1：志良［；『？＂） f，故ρ政治経済学』，107～108
ペ ヶ お よ r／＇.、平凡社『政治学事典』，昭 ftl34>1, 745 
ペー νによった。
C t5) tt•J A占志向；， 222～225ページ。








































































































































































(Ansar Ilarvani・会議派左派の議員）は？ デサ f蔵相
にセラジュディン救済の慎願書主を送り（Dwivedy





























































1 ’い？の入札者 j ( If I 
::7. －一一←一一ー 一一 __JL 



























































































[:11:~!Db] l n1m1~1>ir政責任者lこ 日
：：」よT号』：ラ：語~jrao,
lをf命、 5日後に大足Jl!i主、川
c;主） 上［三！のう h，所有主とャうのは実質j：の所有主の意味であり， Kothariの＆，οnomicGuide and Investors’ 
Handbook of Indiaなどにみられる Chairman,Directorィy，と必ずしも一致しない。
























































と競争入札で破れた KalingaEngineering ¥Vorks 
もまた彼女が他の商社AlliedDeal舗と共同で設
立したものであった。 OrissaAgents t土， Kalinga
Tubes Ltd., Kalinga Industries （これらいずれも











れた OrissaAgentsの紐収益は， 1963年 5月末ま
でには， Hi4万90001レピーに昇った。 1962年11月
（中日］国境紛争発生直後〕， ミトラ夫人は，国防基金
































































































偶然の一致ではなかったa たとえば， Kalinga 





















































Committee）は，小委員会を設立するにはしたが， さらに， R N. Singh Deo （現オリッサ1+1首相）
この告発状（charges）の検討はしないことにした。 以下63名の州議会議員が連署して， オリッサの会
理由U，パトナイクか川議会の決算委員会（Public 議派指導屠の腐敗ぶりを 15件について告発したニ












& Bhargava, pp. 122～123）。
大統領あてに Jモヲンダが提出さホると， シャ




















































































































創泊頁 ¥ 300 
川111川川”川川山川川1111川
Bo 
C>イγ ド財閥の性格とその地位［＞ピノレラ財閥の発展の歴史とその特色
［〉ビルラIH隠C＞ド言青企業の実態t>ピルラ財関の人的構成と政財界にお
ける地位 〔付録〕 文献解題
